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0,は じめにi

ドイ ツ にお ける言 語 学研 究 は 、マ ンハ イ ム に ある ドイ ツ語研 究 所(lnstitutfur

Deutsche5prache,Mannheim:以 下IDS)を 中心 に行 わ れて い る。 ドイ ツ国 内の ドイ ツ語

研 究 機 関 と して は 、 ほか に も書 誌学 研 究所(Bibhograph▲schesInstitut)、 ゲ ー テ ・イ ンス

テ イ トゥ一一ト(Goethe-lnstitut)、 ヘ ル ダー研 究 所(Herder-lnstitut)、 ドイ ツ語 協 会(Die

GesellschaftfurdeutscheSprache)、 言 語 ・文 学 アカ デ ミー(DeutscheAkademiefur5prache

undDichtung}な どが あ るが 、 これ らは む しろ辞 書 や参 考 図書 の編 纂 、 ドイ ツ 語教 育研

究 、 ドイ ツ 語研 究 の助成 や ドイ ツ 語 に関す る相 談 な ど を業 務 と して お り、現 代 ドイ ツ

語 の学 問的研 究 とい う点 でIDSほ ど包 括 的 に研 究 を進 め て いる機 関 はな い。 そ こで 、

本 稿 で はIDSに お ける近 年 の語 用 論 関連 の研 究 プ ロジ ェク トを 中心 に紹 介す る1。

1.IDS語 用論部門

IDSの 研究 部門は、文法 、語彙、語用 論の3部 門 か ら成ってお り、文法部門 では現

代 ドイ ツ文 法の記述お よび他言語 との比較が 、語彙部 門では ドイツ語の語彙 の意味お

よび運用条 件、語源、と りわけ現 代にお ける語彙の変 遷が研究 されてい る。 語用論部

門が掲げる主な課題は、話 し言葉 における言語使用 の形式 ・過程 ・環境および社会的

条件を研究す ることである。

2.IDS語 用論部門の研究プ ロジェク ト

ここでは、IDS語 用論 部門で行 われてい る研 究プ ロジェク トのうち、最近の重 要な

ものを5つ と、 ドイツ学術振興会 を中心 とした共同プロジェク トを紹介する。さらに、

IDSが とく に力を注 いでいるコーパス技術研究 についても概説す る。原則 と して年代

順に取 り上 げるが、研究期間が重 なるものもあり、以下 に挙げる順序は厳密 に時系列

に従 うものではな い。

2.1,都 市地 域 言 語研 究 プ ロジ ェク ト

この プ ロジ ェ ク トは 、 「都 市 の言 語 、マ ンハ イ ム」(5tadtspracheMannheim)の 名 称

の も と、 ドイ ツ南西 部 の都 市マ ンハ イ ムにお いて1981年 か ら10年 間、い わ ゆ る 「庶 民」

の1ヨ常 的言 語 行動 を詳細 に観 察 ・記 録 した社会 言 語学 的研 究で あ る。
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そ の成果はす でにDebus,Kallmeyer,Stickelら の編纂 のもと、SchriftendesInstitutefair

deutscheSpracheシ リ一一ズの第4巻 として、4分 冊の形で1995年 に刊行 されている。第

1分 冊では マンハイム市 民の 日常 会話 の実例分析な らび に社会言語学的研 究 の方法論

が展 開され 、第2分 冊で は社会言 語学的研 究の基盤 となる社会的文脈 を把握す るね ら

いか ら、マ ンハイム市民の生活が 民族詩的に記述 され 、第3分 冊は、ある年 配女性 グ

ループの社会 生活の実相 とそのコ ミュニケーシ ョン上 の文体が提示 され、第4分 冊で

は、芸術文化的関心が高 い女性 グルー プの言語 と政治 的関心が高い女性グル ープの言

語 との比較 が報告 されて いる2。

2.z.話 し言 葉研 究 プ ロ ジェ ク ト

前 項 の プロ ジ ェク ト同様 、 この 「話 し言葉 の特徴 」(Eigensclla☆engesprochener

Sprache)も 、す で に完 了 して いる 。 そ の 目 的 は話 し言 葉 に特 有 な 文 法 的特徴 を 把 握す

る ことで 、 具体 的 に は、文 書 お よ び 機械 を媒 体 と した コ ミ ュニ ケー シ ョン と 口頭 に よ

る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と を 比 較 し、 コー パ ス に 基 づ く作 用 素二 作 用 域(Operator-

Skopus)構 文3の 分 析 を試 み た 。 そ の 際 、書 き言 葉分 析 の ため の従 来 の分 析 ・記 述 カ テ

ゴ リー は話 し言 葉分 析 には不 十分 で あ る と して 、 カテ ゴ リー の検 証 ・新 解 釈 ・拡張 も

行わ れ た 。 この プ ロ ジェク トの成 果 はStudienzurdeutschenSprache.Forschungendes

InstitutsfiirDeutsche5prache.〔Tubingen;Narr)シ リー ズ か ら近 々刊 行 され る との ことで

あ る。

2.3.言 語統合 に関す る研究 プロジェク ト

言語統合研究 の対 象と して選 ばれ たのは、いわゆ る 「帰還移住者」(Aussiedler)で あ

る。彼 らは 、第二次世界大戦後 、ポーラン ドや 旧ソ連 などかつて ドイツ領 だった東欧

諸国か ら ドイツへ帰還移住 して きた ドイツ系移民 とそ の子孫である。 この種 の移民は

近年大量 に流入 してお り、特に ドイツ語能力が原 因の就労 ・就学難が社会 問題 となっ

て いる。 この 「帰還移住者 の言語統合」(sprachlicheIntegrationvonAussledlern)プ ロジェ

ク トでは、 これ ら移民の ドイツ国内におけるコミュニ ケーシ ョン共 同体への統合過程

を追 ってい るが、 とりわけ ドイツ語習得 における世代 による相違、移民家族 内の会話

の変化過程 、移民 と地元住民 との コミュニケー ション の観察,そ れ らをふ ま えた上で

の移民のため の語学講座への提言な どが興味を引く。 このプロジェク トも前述の2つ

のプロジェク ト同様すで に完了 している4。

2.4.レ トリ ック研 究 プ ロジ ェク ト

この プ ロジ ェ ク トは 「会話 レ トリ ック」(Gesprachsrhetorik)の 名 称 の も と、 と りわ け

問題 解決 お よ び摩擦緩 和 に関 わ る会 話進 行 上 の レトリ ックの観 察 ・描写 を試 み てい る。
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この研 究は 、先行す るいくつかの プロジェク ト、例 え ば相談 ・調停会話の分 析、問題

解決のコ ミュニケーシ ョン方法の分析等 の成果 をふ ま え、そ の体系化 ・拡張 を目指 し

たもので、現在その成果をまとめている段階 という5。

2,5.文 体研究プ ロジェク ト

1999年 、IDSは 「コ ミュニケー ション的社会的文体論」(kommunika#ivesoziale

Stllistik)をテーマ に包括的な研 究 に着手 した6。 その日的 は、一般的 な文体形成の原則

を規定 し、 さらに、言語が社会的 にどのように発展す るか、そ のモデル を提 示す るこ

とであ る。

研究 の枠組 と して、IDSは 以下 の5つ の社会的 レベルを挙 げている。1.上 下 の区

分(社 会の階級的構造 にお ける権 力 ・資本 ・教養等の配分の差 と言語 の差異)、2.

職業 と余暇(職 業生活や余暇生活 の分化、仕事と余暇 の区別、現代社会 にお ける自己

理解のため の職業概念の役割)、3.定 住者 と移民(異 文化 ・異言語の接触 によって

生 じる対立 占それ に対 する社会の対応)、4.青 年 と老壮年(若 者文化 と老 壮年世代

文化の相違 、世代 によ る価値観の差異)、5.公 と私(そ の境界の揺れ、公 的生活 の

求心的傾向と個 人の生活小世界への分散 とのバ ランス)。

この研究 では、社会的アイデンテ ィテ ィを象徴する もの として、コミュニ ケーショ

ン上の文体 を重要視 して いる0コ ミュニケー ション参加者 は言語 を通じて 自他 を定義 ・

認識す る際 に語用論的規則や丁寧 さ ・摩擦の緩和e自 他 を社会的 に特徴づけ る表現法

といった要 因を考 慮す るものであ り、 これ らの要因 を多様な言語 レベル と結合 させ る

ことが コミュニケーシ ョン的社会的文体の本質 をな しているため という。

また この研究では、コミュニケー ション的社会的文体 と特に密接に関わ る要因 とし

て以下の3つ を挙げている,第 一 に、コミュニケー ション参加者 は自分のコ ミュニケー

ション行動 を社会 との関連で構成 するとい う点。第二 に、コミュニケー シ ョン参加者

は、特 定の社会集団 に固有 の表現 や特徴的な言語形式 を認識 ・評価す ることで、自己

の経験 を社 会意 味論的に変換す る という点。最後に、 コミュニケー ション上の規範 と

実際 の社会 行動 との対比(コ ミュニケー シ ョン参加者 は、 「礼儀にかなった 行動」や

L.一 「教養志向」 といった規範的な概 念 と、それ らとは対 立する 「原始的根 源的 な もの」

や特定のサ ブカルチ ャーにおける粗野で醜悪なものの あか らさまな強調 とい った概念

との矛盾の 中で 自己 の社会的アイ デ ンティテ ィを形成 してい く)と いう点。 このよう

な観点か ら、特定のコミュニケー ション的社会的文体 を通 じて、自己の社会的アイデ

ンティテ ィを形成することが容易になる というO

2.6.言 語変 異研 究 ゴ ロジ ェ ク ト

IDSの 主 催 で はな いが 、2.5.で 触 れた 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン的 社 会的 文 体 論」 ブロ
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ジ ェク トに関 連 して1ド イ ツ学 術 振 興 会(DeutscheForschungsgemeinschaR:DFG)がIDS

・マ ンハ イ ム大 学 ・テ ユー ビンゲ ン大学 の 共 同研究 グル ー プを編 成 し、 「コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンの実 際 と して の言 語 変異 」(SprachvariationalskommunikativePraxis)と い う プ ロ

ジ ェク トを2000年3月 か ら推 進 して い る。

この研 究 の 目的 は、言 語 変 異 の モ デ ル が成 立 ・安 定 ・拡 張す る際 の条 件 と傾 向 を解

明す る こと で あ る。 研究 対 象 は あ らゆ る レベ ル で の変 異 現 象 で、 単 一言 語 お よび 多言

語 の多様 な 言 語的 社 会 的組 み 合 わ せ(母 語 と非母 語 、 標 準 語 と非標 準 的 変 種 、言語 混

交 も含 む)の 比較 調 査 を行 い、言 語 変異 の実例 を ミ ク ロ分 析 した後 、言 語 的 社 会 的実

状 と関 連づ けて い く方 針 とい う。

3.IDS語 用論部門 におけるコーパス技術研究

この項で は、 コン ピュータ処理 を可能 にす る言語資料 の作成 ・管理 、プログラムシ

ステムの構築な どの技術に関連するIDSの 業務 を概観す る。

IDS内 の話 じ言 葉の記録管理 および資料整備の中心 となっ ているの は、 ドイ ツ語記

録保管所(DeutscheSpracharchiv)で ある。そ こで は、話 し言葉資料の保存 ・デ ジタル

化 ・記録を行 い、それ らの資料を部内a部 外 を問わず利用可能な形に整備 して いる。

コーパ ス技術 に関連 して現在進行 しているプロジェク トには以下 のものが ある。

a)談 話データベ一一スシステム(Diskursdatenbank-System:DIDA)の さ らな る開発

このプロジェク トは、録音 ない し録画された言語資料 を文字記号 に転写 し、話 し言

葉コーパス の構築や談話資料 の管 理を容易にする ことを 目的 としてい る。文字転写 は

総譜形式で 行われ、各話者 の行 に所見や注釈 、話者 の行動といった任意 の情 報をいく

らで も付加する ことが可能 という。

b)COSMASIIの 整備

COSMASはCorpusStorage,MaintenanceandAccessSystemの 略で、IDSが 所有す る膨

大なコーパスの開発 ・管理 ・補修 ・拡大 のために用 いて いる独 自のオ ンライ ンシステ

ムである。 このシステムは1997年 よ りインターネ ッ ト上で公開 されてお り、誰で も無

料でコーパ ス検索用 に利用 できる(た だ し著作権上の理 由か らコーパ スの公 開は全体
1
-'の60%程 度)。2000年3月 か らはCOSMASIに 代 わ り、機 能 を さ らに拡 大 した

COSMASIIが 運用 され て い る.

c)「 ア ライ ソメ ン ト」("Alignment")

文 字 転写 デー タ と音 声 デ ー タを 機 械 によ って 自動 的 に 同調(シ ンク ロナ イ ズ)さ せ

る こ とを 目指 す プ ロ ジェク ト。 そ の 日的 は、 現在 利用 され て い る談話 資 料検 索 と同様

の環 境 を、 音声 デ ー タ検 索(再 生 も含 む)の 分 野で も可能 にす る こ とだ とい う。

d)話 し言葉 の文書 記 録(schrl田icheEr£assunggesprochenerSprachelSERGES)

音 声デ ー タ の デ ジタ ル化 を担 当。 上述 のa〕のDIDAやC)の ア ライ ソメ ン トの 基盤 つ く
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りに相 当す る。

e)デ ータベース 「ドイ ツ講話 し言葉」(gesprachenesDeutsch)の 編成

ドイツ語 記録保管所 で保管 され ている録音資料の文 字転写文書のデー タ化 、保管資

料のコンピュー タ検索 を可能にす るための資料整備等が行われている。

その他、話 し言葉を対 象 とした コーパス技 術 に関 してはIDSの ホームページ 内に リ

ンク集が あ り、コンピュータ を用 いた話 し言葉解析についての情報 を提供 している7。

さ らに、語用論部門で開発され ている興 味深いプロ グラム と して、会話分 析情報 シ

ステム(GesprachsanalytischesInfarmationssystem:GAIS)が ある。 このシステムは、多様

で複合的な会話分析研究の知識 を体系化 してお り、当初か ら大学での授 業 との関連 に

おいて開発 されているため、基本的な理論や方法の手引 きとな っている。

4.ド イツにお ける語用論につ いて

語用論 は ドイツで は、まず記号 論な らび に論理学 と関連 して、それまで の伝統的な

言語学では対象 とされなかったよ うな、多様な新規の学 問的認識 を包含す る決定的な

概念 として受容 された470年 代始めに この語用論 に包括的な哲学的理論 を与えたのが、

Habermanの 「普遍 的実用論」(Universalpragmatik)で ある。

語用 論 が言 語 構造 そ の もの とよ り深 く関 連す る よ うに な っ た のは 、70年 代 の

WWundcrlich、Maasら の研究 を経てか らである。そ の際、語用 論 は、意味の問題、発話

行為理論 との関連、そ してBullerに 代表 される直示的表現分析等 において援用された。

しか しここで語用論は、根本的に異なる2つ の方向 をたどった。一方 で語用論は、実

用論的な ものと非実用論 的な もの を区別す るためだけに、いわばそれまで の言語学に

付加 され 「実用言語学(Pr㎎m瓠inguistik)」として解釈 された。他方で語用論 は、発話行

為、前提条件 、様 々な含意表現お よび推論 といった言 語使用における基本的 な諸条件

のみな らず、言語体 系その ものの基本的諸 条件 をも追究 して いく。

前者は、80年 代、生成文 法に由来す るモジュール的言語概念 に比較 的容易に移行 し

たが、その ような方向 を、対象範 囲の狭さや社会的観点 の欠如 、生物学的な言語解釈

等 を理 由に批判 したのは、後者の 立場であった。後者 は、直示 、接続詞 、慣 習的言語

行動等 の実例分析、およびRehbein(1977)ら の理論的 基礎付けにお いて学 問分野 として

の発展 を見ているs。'

5.テ クス ト言語学について

60年 代半ばか ら実用的言語使用研究 が始め られたのに合わせて、書 き言葉 も文よ り

広範なテ クス トレベルで研究 しよ うとす る動 きが興 った。多様 な問題が様 々な観点か

ら提起 され 、 「テクス ト言語学」 の名の下に研究が行 われたが、理論的基盤 の不安定

さや、分析 のための範疇およびモ デルの欠如な どと相 まって、学 問分野 としては脆 弱
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な立場にある。その後、構造主義 や変形文法の方法で はテクス ト構造 の分 析 は困難 と

判明す ると、意味論的テーマ的、機 能的および手続き的分析モデル が代わって採用 さ

れ、テクス トの概念および記述 レベル の拡大 を経て、それぞれのアプローチ を統合す

る方 向で研 究が進め られた。現在 、テクス ト言語学は、根本的中心的理論 を模索す る

のではな く、さまざまな理論 を包括 し、テクス トをよ り実用論的観点か ら把握 しよう

とす る方向 に進んでいる。具体的 には、テクス トの結 束性 の形成 、テクス トのマクロ

および ミク ロ構造の形成、テ クス トの機能な どといった、テクス トの性質 ・本質 を解

明 しようとす る研究が進め られている。

注 釈

lIDSお よ び そ の 研 究 プ ロ ジ ェ ク トに 関 して は 、 イ ン タ ー ネ ッ トで 情 報 が 公 開 さ れ て お り、 刊 行 書 籍

や 関 連 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 して も 詳 細 な 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 本 稿 は 、 主 と し て こ の ホ ー ム ペ ー

ジ の 情 報 に 依 拠 し た6http:〃 、vtivty.ids-lnannheim.de∫ 参 照 。IDSに 関 し て は 、 伊 藤 眞(1999)「 海 外 の

ドイ ツ 語 学 研 究 ① 」 『エ ネ ル ゲ イ ア 』(24号)83-85参 照aま た 、IDSの 管 轄 下 で は な い が 、 会 話 分 析

研 究 に 関 連 す る 情 報 お よ び リ ン ク を 集 め た イ ン タ ー ネ ッ ト ・サ イ ト も 存 在 す る:lnformationenzur

Gesprachsforschullg:http:〃wwwgespraachsforschung.de∫ 参 照 。

2そ れ ぞ れKallmeyer(1994)、Kallmeyer(1995)、Keim(1995〕 、Scllwitalla(1995)参 月目。

3作 用 素 一 作 用 域 構 文 と は 、 単 語 お よ び 小 さ な 言 語 形 式 が 作 用 素 と な り 、 発 話 全 体 と し て の 作 用 域 に

効 果 を 及 ぼ す 構 造 を 指 す 。 例 え ば 、 「正 直 言 っ て あ の 男 は あ ま り 好 き で は な い 」 に お い て 、 「正 直

言 っ て 」 が 作 用 素 と な り 、 発 話 全 体 を ど の よ う に 解 釈 す べ き か 受 け 手 に 手 が か り を 与 え て い る 。 こ

の 構 文 に 関 す る 研 究 は 、Liedtke/Hundsnurscher(2001〕 参 照.

4研 究 成 果 は3つ の 異 な る 個 別 テ ー マ に つ い て ま と め ら れ 、1点 は す で に 既 刊(Berend{1998))、2点

が 近 々 刊 行 さ れ る(Meng,K,(2001年8月 予 定).Rrれ ∬∫酬 商er'tsche、 寧 用 醜 占∫ogrq声n.Untersuchungzur

sprachlichollIntegrationvonAussiedlerfamilien.Ti[birlgen.、Reitemeier,U(印 刷 中).Arrssiedler甘 ψH

α4E融e'聞.cJτe.Paradoxi¢nderinteraktivenIden山 口tsarbei[undVor¢nlha汕n呂derMarginalit註t8zusohroibung:

Aunemngs正brmat引lnd8itllatiΨeRahmenillSitu飢ionenzwisch己nAus且iodlemandHinnendeutschen)。

5こ の 研 究 に 関 連 し て1す で に 別 の 論 文 集 が 刊 行 さ れ て い るOKallm¢yer(1996)参 照 。

6コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 面 ・社 会 集 団 的 側 面 か ら み た 文 体 を 、 便 宜 上 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 的 社 会 的 文

体 」 と 呼 ぶ こ と に す る0

7http:〃wwwjds-nlannheim.de∫prag/links.html参 照 。

8ド イ ツ に お け る 語 用 論 理 論 の 詳 細 に つ い て は 、 島 憲 男 日99R)「 ドイ ツ 語 意 味 論 ・語 用 論lr海 外

言 語 学 情 報 』(9号 〕229-24Q大 修 館 書 店 参 照G
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